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Press Release 
2018 年 6 月 1 日 

C3Prize チャレンジ 3 年目の協賛のお知らせ 
- がん治療向上にイノベーションをもたらすアイディア募集 - 

 
アステラス製薬株式会社（本社：東京、代表取締役社長 CEO：安川 健司、以下「アステ

ラス製薬」）は、本年で 3 回目となる C3 Prize チャレンジへ協賛することといたしましたの

で、お知らせします。 
C3 Prize チャレンジは、がんと共に生きる患者さんとその家族、介護者に対して、がん治

療の向上をもたらす新たなイノベーションを、医薬品以外の領域から募るグローバルなプロ

ジェクトです。今年は、がん患者が過度に集中する低中所得国におけるがん治療の質およ

び技術を向上させるためのソリューションに焦点を当てています*1
。 

Astellas Pharma US, Inc. oncology business unit の senior vice president である

Mark Reisenauer は、「低中所得国ではがん罹患率が増加していますが、利用できるツー

ルや資源は限られています。こうした背景を踏まえて、今年度の C3 Prize はがんケアの世

界的な不均衡を是正するための斬新なアプローチを募ります。アステラス製薬が C3 Prize
を創設して以来、高い関心を集め、これまでに数百件の応募をいただいています。こうした

動きを、今年は世界で最もがんケアを必要とする地域へ広げていきたいと考えています。」

と述べています。 
アステラス製薬は、C3 Prize チャレンジを通じ、がんと共に生きる患者さんとその家族、

そして介護者が抱える問題の解決に向けたサポートを行うことで、がん治療の向上に寄与

していきます。 
以上 
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＜参考＞ 
C3 Prize チャレンジについて 
 患者さん、介護者、医療専門家および一般市民の方など、がんケアの向上を目指

す方ならどなたでも応募可能 
 今年度は、発展途上地域でみられる問題に対処するための 1）サポートツール、 

2）教育ツール、3）テクノロジーのいずれかの領域に含まれるアイディアを募集 
 上記 3 つの領域で選ばれた受賞者は、2018 年 10 月 3 日にマレーシアのクアラル

ンプールで開催される国際対がん連合（UICC：Union for International Cancer 
Control）の世界がん会議でアイディアを発表予定 

 3 名の受賞者には合計 10 万ドル（最優秀賞の受賞者 1 名には 5 万ドル、優秀賞

の受賞者 2 名にはそれぞれ 2 万 5 千ドル）の助成金が授与され、「MATTER」（医

療分野における課題を解決するために幅広い分野で活躍する人々を支援する、シ

カゴに本部を置くコミュニティ）への参加資格を１年間授与 
 応募締め切りは 2018 年 7 月 25 日（米国時間）。申し込みは英語のみ。賞の詳細

や応募資格については、公式ウェブサイト（www.C3Prize.com）まで 
  

*1 Moten Asad, et al. Redefining global health priorities: Improving cancer care in developing 
settings. J Glob Health. 2014 Jun; 4(1).  
http://www.who.int/en/news-room/fact-sheets/detail/cancer  
http://www.worldcancerday.org/myth-2-cancer-disease-wealthy-elderly-and-developed-
countries  

 
アステラス製薬について 
アステラス製薬株式会社は、東京に本社を置き、「先端・信頼の医薬で、世界の人々の健康に貢献する」ことを

経営理念に掲げる製薬企業です。アステラス製薬の詳細については、（https://www.astellas.com/jp/）をご覧く

ださい。 
注意事項 
このプレスリリースに記載されている現在の計画、予想、戦略、想定に関する記述およびその他の過去の事実

ではない記述は、アステラス製薬の業績等に関する将来の見通しです。これらの記述は経営陣の現在入手可

能な情報に基づく見積りや想定によるものであり、既知および未知のリスクと不確実な要素を含んでいます。さ

まざまな要因によって、これら将来の見通しは実際の結果と大きく異なる可能性があります。その要因としては、

（i）医薬品市場における事業環境の変化および関係法規制の改正、（ii）為替レートの変動、（iii）新製品発売の

遅延、（iv）新製品および既存品の販売活動において期待した成果を得られない可能性、（v）競争力のある新薬

を継続的に生み出すことができない可能性、（vi）第三者による知的財産の侵害等がありますが、これらに限定

されるものではありません。また、このプレスリリースに含まれている医薬品（開発中のものを含む）に関する情

報は、宣伝広告、医学的アドバイスを目的としているものではありません。 
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お問い合わせ先： 
アステラス製薬株式会社 
広報部 
TEL: 03-3244-3201 FAX: 03-5201-7473 


